
 

 

二
〇
二
二
年
六
月
一
九
日
（
日
）
一
三
時
～ 

横
浜
市
教
育
会
館
１
Ｆ
に
て  

中
国
古
典
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
、
キ
リ
ス
ト
教 

―
―

新
井
奥
邃
の
霊
覚
と
間
テ
ク
ス
ト
性
（
索
引
） 

 

１ 

肉
体
、
霊
体
、
三
天
に
つ
い
て―

―

奥
邃
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー 

扨
人
は
自
ら
知
ら
ざ
る
間
は
格
別
其
貴
重
な
る
所
以
を
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
我
々
箇
人
も 

亦
只
此
の
世
に
生
る
ゝ
の
日
に
於
て
生
る
ゝ
者
に
非
ず
し
て
、
遠
き
先
よ
り
生
存
せ
る 

も
の
な
り
。
今
肉
体
の
方
に
非
ず
し
て
霊
体
の
方
を
云
は
ん
に
、
神
よ
り
降
れ
る
此
の 

智
と
愛
と
能
と
を
具
す
る
霊
体
の
本
性
は
元
来
種
子
の
如
く
に
遠
く
肉
体
未
有
の
先
に 

三
天
を
経
歴
し
て
生
存
す
。
謂
ゆ
る
三
天
と
は
、
実
践
の
天
、
霊
覚
の
天
、
上
天
の
天
、 

是
れ
也
。
実
践
の
天
は
能
の
天
な
り
。
霊
覚
の
天
は
其
上
に
あ
り
て
智
の
天
也
。
而
し 

て
天
の
天
は
愛
の
天
也
。
此
の
愛
の
天
は
神
よ
り
始
ま
る
最
初
の
も
の
に
属
す
。
其
よ 

り
霊
覚
の
天
と
実
践
の
天
と
を
経
て
自
然
界
に
来
る
。 

（
『
新
井
奥
邃
著
作
集
』
第
二
巻
、
三
一
九―

三
二
〇
頁
） 

c
f
.

マ
タ
イ
一
三
「
種
を
蒔
く
人
の
た
と
え
」
、
マ
ル
コ
四
、
ル
カ
八 

 

２ 

天
の
誠
、
在
天
の
父
母 

又
、
余
が
「
説
く
所
数
千
万
言
其
要
は
静
に
居
て
善
に
動
く
を
謂
ふ
に
在
ら
ざ
る
か
、 

更
に
之
を
約
せ
ば
、
結
局
誠
の
一
に
帰
せ
ざ
る
か
」
と
問
は
る
。
若
し
能
く
「
誠
」
の 

意
を
得
ば
、
則
ち
将
に
答
へ
て
然
り
と
曰
は
ん
と
す
。
然
る
に
夫
れ
誠
と
は
何
ぞ
や
。 

其
人
に
在
る
者
を
以
て
言
へ
ば
、
其
霊
体
身
体
の
善
動
な
り
。
乃
ち
之
を
誠
に
す
る
の 

誠
な
り
。
天
の
誠
は
真
実
真
有
の
誠
に
し
て
、
即
ち
神
な
り
、
真
人
な
り
。
之
を
在
天 

の
父
母
と
我
儕
呼
び
奉
る
。 

（
『
新
井
奥
邃
著
作
集
』
第
四
巻
、
四
二
八
頁
） 

c
f
.

『
孟
子
』
離
婁
上
「
誠
は
天
の
道
な
り
」
、
諸
橋
轍
次
『
誠
は
天
の
道
』
、
『
老
子
』
三
九
、
新
渡
戸 

稲
造
『
武
士
道
』
、
ヨ
ハ
ネ
七
・
三
八
「
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は
、…

…

そ
の
腹
か
ら
生
け
る
水
が
川 

と
な
っ
て
流
れ
出
る
で
あ
ろ
う
」
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
四
七
・
一
「
神
殿
か
ら
流
れ
る
水
」 

 

３ 

ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン 

善
く
信
ず
る
者
は
却
て
偽
宣
者
の
所
謂
異
教
人
の
中
に
在
り
、
吾
儕
未
だ
プ
ラ
ト
、
ソ 

ク
ラ
テ
ス
の
精
神
果
し
て
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
前
に
在
り
し
や
否
や
を
知
ら
ず
と
雖
、
彼
等 

は
一
の
純
然
た
る
ク
リ
ス
チ
ア
ン
な
る
を
知
る
、
彼
等
は
一
大
統
一
の
道
を
時
に
応
じ 

て
講
ず
る
者
な
れ
ば
な
り
、
美
を
尊
び
清
を
貴
ぶ
者
な
れ
ば
な
り
、 

（
『
新
井
奥
邃
著
作
集
』
第
八
巻
、
三
二
六
頁
） 


